
3 Farming Information

野
菜

「
ハ
ク
サ
イ
ダ
ニ
」に
つ
い
て

　

冬
の
害
虫
発
生
が
少
な
い
時
期
に
、

春
菊
な
ど
の
葉
菜
で
葉
が
白
っ
ぽ
く
な
っ

て
枯
れ
る
症
状
が
発
生
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
か
？
株
や
葉
の
裏
を
よ
く
見

る
と
、
動
き
が
速
く
、
胴
が
黒
色
で
、

赤
い
足
が
８
本
あ
る
１㎜
程
度
の
ア
ブ
ラ

ム
シ
の
よ
う
な
虫
が
い
れ
ば
、
ハ
ク
サ

イ
ダ
二
と
呼
ば
れ
る
害
虫
で
あ
る
可
能

性
が
高
い
で
す
。

ハ
ク
サ
イ
ダ
二
の
被
害
は
、
以
前
に

は
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
な
ど
の
葉
菜
類
で
わ

ず
か
に
知
ら
れ
る
程
度
で
し
た
が
、
近

年
は
ア
ブ
ラ
ナ
科
野
菜
、
レ
タ
ス
な
ど

に
被
害
が
拡
大
す
る
と
と
も
に
発
生
量

も
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

❶
形
　
態

成
虫
の
胴
体
は
黒
色
で
、
足
は
８
本
あ

り
、
赤
色
を
し
て
い
ま
す
。
胴
の
長
さ
は

０
．
７㎜
程
度
と
他
の
ダ
ニ
類
と
比
較
す
る

と
ひ
と
回
り
大
き
く
、
動
き
が
非
常
に
速

い
こ
と
が
特
徴
で
す
。
作
物
の
葉
脈
付
近

に
群
生
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
卵
は
橙

色
か
ら
赤
色
、
楕
円
形
を
し
て
お
り
、
作

物
上
や
土
壌
な
ど
い
た
る
と
こ
ろ
に
産
み

付
け
ら
れ
ま
す
。
産
卵
は
１
粒
ず
つ
で
す

が
、
特
に
葉
脈
沿
い
や
狭
い
場
所
が
多
く

産
み
付
け
ら
れ
ま
す
。

❷
被
　
害

被
害
を
受
け
た
葉
は
白
色
と
な
り
、
ひ

ど
く
な
る
と
株
が
枯
れ
ま
す
。
芯
葉
に
被

害
が
あ
る
と
、
生
育
が
止
ま
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
ハ
ク
サ
イ
な
ど
で
は
結
球
内
側
で
も

被
害
を
与
え
ま
す
。
こ
の
害
虫
は
、
昼
間

は
葉
の
陰
や
地
面
に
隠
れ
、
夕
方
や
曇
り

の
日
に
葉
の
上
に
移
動
し
て
被
害
を
与
え

ま
す
。

　
被
害
が
発
生
す
る
作
物
の
種
類
は
、
ハ

ク
サ
イ
、
カ
ブ
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ダ
イ
コ
ン
、

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
レ
タ
ス
、
シ
ュ
ン
ギ
ク
、

ミ
ズ
ナ
、
ニ
ン
ジ
ン
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
ネ

ギ
の
ほ
か
、
イ
チ
ゴ
、
に
も
被
害
が
あ
り

ま
す
。

❸
生
　
態

温
度
が
低
い
時
期
、
主
に
冬
に
成
虫
は

活
動
し
ま
す
。
夏
を
越
し
た
卵
は
10
月
～

11
月
頃
に
ふ・
化・
し
、
幼
虫
、
第
１
～
第
３

若
虫
と
経
て
11
月
～
12
月
に
成
虫
と
な
り

ま
す
。
年
間
１
～
２
世
代
を
経
過
し
、
成

虫
は
12
月
と
３
月
に
発
生
が
多
く
な
り
ま

す
。
成
虫
は
５
月
上
旬
頃
ま
で
活
動
し
ま

す
が
、
夏
は
卵
で
越
し
ま
す
。

❹
防
除
対
策

こ
の
ダ
ニ
は
、
雑
草
や
収
穫
後
の
残・
さ・

に
も
生
息
し
、
特
に
残・
さ・
は
卵
が
多
く
産

み
付
け
ら
れ
る
た
め
、
ま
ず
は
残・
さ・
を
確

実
に
処
分
す
る
こ
と
や
ほ・
場・
周
辺
の
除
草

が
大
切
で
す
。
被
害
の
多
か
っ
た
ほ・
場・
は
、

翌
年
の
冬
に
も
発
生
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

生
き
残
っ
た
卵
を
防
除
す
る
こ
と
が
大
切

で
、
夏
期
に
ハ
ウ
ス
を
密
閉
ま
た
は
土
壌

に
ビ
ニ
ー
ル
被
覆
を
実
施
す
る
な
ど
し
て

熱
処
理
を
実
施
す
る
こ
と
が
有
効
で
す
。
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